
2024 年 4 月 15 日 

お取引先各位 

 

プレス式継手用締付工具 CK-SY25L の取扱説明書改訂のお知らせ 

 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、日頃ご愛顧いただいております「プレス式継手用締付工具 CK-SY25L」において、取扱説明書を改

訂しましたのでお知らせ申し上げます。この改訂内容につきましては、当社ホームページにも掲載いたします。 

今後の表記製品のご使用に際しましては、本書を適正使用情報としてご活用いただきますようお願い申し上

げます。 

敬具 

記 

【改訂の内容】 

改訂後（下線   部：改訂） 改訂前（二重取消線   部：削除） 

■安全上のご注意 

！警告 

11．ヘッド部を人に向けるような使用はしないでください。 

●施工時は、危険ですのでヘッド部に顔を近づけないよう

にしてください。 

12.異常のある工具は使用しないでください。 

●本体やダイス、カバーにひびなどの損傷や脱落がある場

合、破損などによりけがをする恐れがあります。 

！注意 

12．損傷した部品がないか点検してください。 

●使用前に、部品に損傷や脱落などがないか、ひびなどの

損耗の兆候がないか十分点検し、正常に作動するか、ま

た所定機能を発揮するか確認してください。 

■安全上のご注意 

！警告 

11．ヘッド部を人に向けるような使用はしない

でください。 

●破損し飛散する恐れがあります。 

 

 

 

！注意 

12．損傷した部品がないか点検してください。 

●使用前に、部品に損傷がないか十分点検し、

正常に作動するか、また所定機能を発揮す

るか確認してください。 

■プレス式継手用締付工具ご使用上のご注意 

●ダイスは消耗品であり、10,000 回の作業回数を目安と

して設計してありますので、定期的に交換してください。 

■プレス式継手用締付工具ご使用上のご注意 

（省略） 

■各部の名称および標準付属品 

カバー（図示追加） 

※バッテリパックは消耗品であり、使用時間が著しく低下し

たときは交換を推奨します。 

※ダイスは消耗品であり破損による危険防止のため、定期

的（2 年間又は 10,000 回を目安）に交換してください。 

※プレートのカバーが外れた場合は使用を止め、修理して

ください。 

■各部の名称および標準付属品 

（省略） 

■保守・点検 

6. 安全点検、作動油の交換のため、２年に１回の目安でメ

ンテナンスにお出しいただくことをお勧めします（有償）。

また、ダイスは消耗品であり、破損による危険防止のた

め、定期交換を推奨します。詳しくはお買い求めの販売

店にお問い合わせください。 

保守・点検履歴表（追加） 

■保守・点検 

4. 安全点検、作動油の交換のため、２年に１回

の目安でメンテナンスにお出しいただくこと

をお勧めします（有償）。詳しくはお買い求め

の販売店にお問い合わせください。 

 

以上 



 
                                               
 

 
 
 
 
 
 
 

プレス式継手用締付工具   ＣＫ－ＳＹ２５Ｌ 

 
 

                                                取扱説明書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



このたびはお買い上げいただきありがとうございました。 
この取扱説明書は本機の取り扱い、注意事項などについて説明してありますので、ご使用前に

よくお読みのうえ、正しく安全にご使用ください。 
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■安全上のご注意 
●ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みのうえ、指示に従って正しく使用してく

ださい。 
 
●ここに示した注意事項は、「         」、「         」に区分していますが、誤った取り扱いを

したときに使用者が死亡、または重傷を負う可能性が想定される内容を「         」、使用者

が傷害を負う可能性が想定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内容を

「         」として記載しています。 
なお、「         」に記載された事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性が 
あります。 
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 

 
●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。 
 
 
 
 
１． 専用の充電器やバッテリパックを使用してください。 

●他の充電器でバッテリパックを充電しないでください。 
●この取扱説明書に掲載しているバッテリパック以外は充電しないでください。 

破損して傷害や損傷をおよぼす恐れがあります。 
 
２． 正しく充電してください。 

●この充電器は定格表示してある電源で使用してください。 
直流電源やエンジン発電機では使用しないでください。 
異常に発熱し火災の恐れがあります。 

●温度が０℃未満あるいは４０℃以上ではバッテリパックを充電しないでください。 
破裂や火災の恐れがあります。 

●バッテリパックは換気のよい場所で充電してください。 
バッテリパックや充電器を充電中、布などで覆わないでください。 
破裂や火災の恐れがあります。 

●使用しない場合は、電源プラグを抜いてください。 
感電や火災の恐れがあります。 

 
３． バッテリパックの端子間を短絡させないでください。 

●釘袋などに入れると、短絡することで発煙、発火、破裂などの恐れがあります。 
●バッテリパックを単品で保管する場合は、短絡を防ぐため付属のターミナルカバーを 

付けてください。 

 
４． 感電に注意してください。 

●ぬれた手で電源プラグ、バッテリパックに触れないでください。 
感電の恐れがあります。 

 

！ 警  告 

！ 警告 ！ 注意 
！ 警告 

！ 注意 
！ 注意 

－１－ 



  
 
 
 
５． 作業場所の周囲状況も考慮してください。 

●充電工具、充電器、バッテリパックは、雨中で使用したり、湿った場所およびぬれた場所

で使用しないでください。 
感電や発煙の恐れがあります。 

●作業場所は、十分に明るくしてください。 
暗い場所での作業は、事故の恐れがあります。 

●可燃性の液体やガスのある所で使用したり、充電しないでください。 
爆発や火災の恐れがあります。 

 
 
６． 保護めがねを使用してください。 

●作業時は、保護めがねを使用してください。また、粉じんの多い作業では、防じんマスク

を併用してください。粉じんが目や鼻に入る恐れがあります。 
 
 
７． 次の場合は、充電工具のスイッチを切り、バッテリパックを本体から抜いてください。 

●使用しない、または、修理する場合。 
●ダイス・アタッチメントなどの付属品を交換する場合。 
●その他危険が予想される場合。 

本体が作動してけがの恐れがあります。 
 
 
８． 不意な始動は避けてください。 

●スイッチに指をかけて運ばないでください。 
本体が作動してけがの恐れがあります。 

 
 
９． 指定の付属品やアタッチメントを使用してください。 

●本取扱説明書に記載されている付属品やアタッチメント以外のものは使用しないで   
ください。 
事故やけがの原因となる恐れがあります。 

 
 
 10．バッテリパックを火中に投入しないでください。 

●破裂したり有害物質の出る恐れがあります。 
 
 
 11．ヘッド部を人に向けるような使用はしないでください。 

●施工時は危険ですのでヘッド部を顔に近づけないようにしてください。 
 
12．異常のある工具は使用しないでください。 

●本体やダイス、カバーにひびなどの損傷や脱落がある場合、破損などにより 

けがをする恐れがあります。 

！ 警  告 
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１． 作業場所は、いつもきれいに保ってください。 
●ちらかった場所や作業台は、事故の恐れがあります。 

 
２． 子供を近づけないでください。 

●作業者以外、充電工具や充電器のコードに触れさせないでください。 
けがの恐れがあります。 

●作業者以外、作業場所に近づけないでください。けがの恐れがあります。 
 

３． 使用しない場合は、きちんと保管してください。 
●乾燥した場所で、子供の手の届かない高い所または鍵のかかる所に保管してくださ

い。事故の恐れがあります。 
●充電工具やバッテリパックを、温度が５０℃以上に上がる可能性のある場所（金属の

箱や夏の車内など）に保管しないでください。 
バッテリパックの劣化の原因となり、発煙、発火の恐れがあります。 

 
４． 無理して使用しないでください。 

●充電工具の能力に合った作業をしてください。 
能力以上での使用は、事故の恐れがあります。 

●締付完了後も長時間締付を継続しないでください。 
発煙、発火の恐れがあります。 

 
５． 作業に合った充電工具を使用してください。 

●ＳＵＳプレス，樹脂プレスの締付以外に使用しないでください。けがの恐れがあります。 
 

６． きちんとした服装で作業してください。 
●だぶだぶの衣服やネックレス等の装身具は、着用しないでください。 

作動部に挟まれる恐れがあります。 
●屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑り止めのついた履物の使用をお勧めします。 

滑りやすい手袋や履物は、けがの恐れがあります。 
●長い髪は、帽子などで覆ってください。 

作動部に挟まれる恐れがあります。 
 

７． 充電器のコードを乱暴に扱わないでください。 
●コードを持って充電器を運んだり、コードを引っ張ってコンセントから抜かないで 

ください。 
●コードを熱、油、角のとがった所に近づけないでください。 
●コードが踏まれたり、引っかけられたり、無理な力を受けて損傷するようなことがないよ

う充電する場所に注意してください。感電やショートして発火する恐れがあります。 
 

８． 無理な姿勢で作業をしないでください。 
●常に足元をしっかりさせ、バランスを保つようにしてください。 

転倒してけがの恐れがあります。 
 
 

！ 注  意 

－３－ 



  
 
 
 

９． 充電工具は、注意深く手入れをしてください。 
●ダイスの交換は、取扱説明書に従ってください。 

けがの恐れがあります。 
●充電器のコードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い求めの代理店また

は、当社営業所に修理を依頼してください。 
感電やショートして発火する恐れがあります。 

●延長コードを使用する場合は、使用する延長コードを定期的に点検し、損傷している場

合には交換してください。 
感電やショートして発火する恐れがあります。 

●握り部は、常に乾かしてきれいな状態を保ち、油やグリースが付かないようにしてくだ

さい。けがの恐れがあります。 
 

10．屋外使用に合った延長コードを使用してください。 

●屋外で充電する場合、キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの延長コードを 
使用してください。 

 
11．油断しないで十分注意して作業をおこなってください。 

●充電工具を使用する場合は、取り扱い方法、作業の仕方、周りの状況など十分注意し 
て慎重に作業してください。軽率な行動をすると事故やけがの恐れがあります。 

●常識を働かせてください。非常識な行動をすると事故やけがの恐れがあります。 
●疲れている場合は、使用しないでください。事故やけがの恐れがあります。 

 
12．損傷した部品がないか点検してください。 

●使用前に、部品に損傷や脱落がないかひびなどの損耗の兆候がないか十分点検し、

正常に作動するか、また所定機能を発揮するか確認してください。 
●部品の破損、取付状態、その他作業に影響をおよぼすすべての箇所に異常がないか 

確認してください。 
●電源プラグやコードが損傷した充電器や、落としたり何らかの損傷を受けた充電器は 

使用しないでください。感電やショートして発火する恐れがあります。 
●部品交換や修理は、取扱説明書の指示に従ってください。取扱説明書に指示されてい 

ない場合は、お買い求めの代理店または当社営業所に修理を依頼してください。 
●スイッチで始動および停止操作のできない充電工具は、使用しないでください。 

異常動作してけがをするおそれがあります。 
 
  13．充電工具の修理は、代理店または当社営業所に依頼してください。 

●充電工具本体、バッテリパック、充電器を分解したり、修理・改造はおこなわないで 
ください。発火したり、異常動作してけがをする恐れがあります。 

●充電工具本体およびバッテリパック、充電器が異常に熱くなったり、その他の異常に      
気付いたときは、点検修理に出してください。 

●修理は、必ずお買い求めの代理店または、当社営業所にお申し付けください。 
修理の知識や技術のない方が修理しますと、十分な性能を発揮しないだけでなく、 
事故やけがの恐れがあります。 

 

！ 注  意 

－４－ 



 
 ■プレス式継手用締付工具ご使用上のご注意 
 先に「安全上のご注意」を記載しましたが、本工具を使用する際、さらに次に記載する注意事項

を守ってください。 
 

●本工具は「ＳＵＳプレス」「樹脂プレス」のプレス専用工具ですので、他の作業には使用しない

でください。また、仕様外の作業や、誤った作業は継手部より水漏れを起こすばかりでなく、け

がや工具破損の恐れがあります。 
●カラ押し操作はしないでください。 
●ダイスと施工継手のサイズが異なる組み合わせでの使用は、工具破損の原因となりますので  

十分確認の上、施工してください。 
●サイズ変更によるダイス交換の際、スライドピンの装着は確実におこなってください。装着が不

十分ですと破損の原因となります。 
●ダイスは消耗品であり、１０,０００回の作業回数を目安として設計してありますので定期的に交

換してください。 
●工具の油圧作動油の流れを良くし作動を完全にするため、－５℃以下で保存した工具を使用

するときは、１０～２５℃の室温で約６０分放置後使用してください。 

●工具は、気温０℃～４０℃の範囲で使用してください。 

●本工具を使用される前に、必ず施工要領書をお読みいただき、十分理解したうえで正しい作

業をおこなってください。 

●継手の圧縮完了時にダイス先端部がタッチせず、またゲージ確認においても接続不良が認め

られた場合直ちに作業を中止して、工具をお買い求めの販売店、または当社営業所へ修理に

だしてください。 

●投げたり、落としたり、強い衝撃を加えないでください。工具が破損いたします。 
 

●端子を絶対ショートさせないでください。 

●水や油、有機溶剤がかからないようにしてください。 

●分解や、改造はしないでください。 

●廃棄する場合、火の中への投入や、一般ゴミとしての廃棄はしないでください。 

●投げたり、落としたりしないでください。 

●高温（40℃以上）の場所へ放置しないでください。 

●バッテリパックの金属端子部にゴミやホコリが付着していると接触不良となり故障の原因となります。

また、金属端子部に腐食が現れた場合は使用しないでください。 

●リチウムイオン電池の寿命を長くする目的で出力を停止する保護機能がついています。 

本製品を使用中、作動スイッチを押した状態でも電池残量が少なくなるとモータが停止する場合が

ありますが、これは保護機能によるものであり故障ではありません。 

この場合はバッテリパックを充電してください。 

●バッテリパックを購入後 3 ヶ月以上使用しない場合は、一度充電してから保存してください。その後

は6ヶ月に1回の頻度で充電をおこなって保管してください。バッテリ残量が少ない状態での長期保

管はバッテリパックに悪影響を与える恐れがあります。 

 
●本充電器は、お知らせランプ（単灯多色LED）により充電状態をP．8の表に示すように表示します。 

●発電機での充電は故障の原因となりますのでおこなわないでください。 

●雨中では使用しないでください。感電、発煙の恐れがあります。 

●充電器の電源を入れてもお知らせランプが赤で点滅しない場合は、修理が必要です。 

そのまま充電されますと、発煙、発火の恐れがあります。修理は、お買い求めの販売元に 

お申し付けください。 

●充電器の金属端子部にゴミやホコリが付着していると接触不良となり故障の原因となります。また、

金属端子部に腐食が現れた場合は使用しないでください。 

●充電は１０℃～４０℃の環境でおこなってください。 

工具ご使用上のご注意 

バッテリパックご使用上のご注意 

充電器ご使用上のご注意 

－５－ 



 
■各部の名称 
 
●プレス式継手用締付工具  ＣＫ－ＳＹ２５Ｌ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●充電器 ＣＨ－２１Ｊ   ●バッテリパックＢＰ－１４２０ＬＮ      ●肩かけベルト 

 
 
 
 
 
  
 
 

●電源コード       ●ターミナルカバー              ●キャリングケース 

 
 
 
 
 
 

 
オオププシショョンン品品  

●ダイス                                ●六角ゲージ 
 

・SUS プレス用：13Su,20Su,25Su                       ・SUS プレス用 

                     ・樹脂プレス用：10J,13J,16J                         ・樹脂プレス用 

                 ※20Su と 16J は兼用 

 
 
 

 

－６－ 

 
スライドピン 

ダイス 
リリーススイッチ 

作動スイッチ 

 

短絡防止のため、 

バッテリパックに 

かぶせて保管して 

ください。 

ストラップ 

照明用ＬＥＤ 

照明用ＬＥＤ 

※ダイスは消耗品であり、破損による危険防止のため、 

定期的（2 年間又は 10,000 回を目安）に交換してください。 

※プレートのカバーが外れた場合は使用を止め、修理してください。 

※バッテリパックは消耗品であり、使用時間が 

著しく低下してきたときは交換を推奨します。  

カバー 



 
 ■仕  様 
 
●プレス式継手用締付工具   ＣＫ－ＳＹ２５Ｌ 
  公  称  出  力        ４０ｋＮ 

  継手プレス範囲      ＳＵＳプレス 呼び１３Ｓｕ、２０Ｓｕ、２５Ｓｕ  

                 樹脂プレス 呼び１０Ｊ、１３Ｊ、１６Ｊ  

  電    動    機        １４．４Ｖ  ＤＣモータ 

  外  形  寸  法        ３３０mm（長さ）×８６mm（高さ）×７０mm（幅） 

  質          量        １．９ｋｇ（ダイス・バッテリパック除く） 

 
●バッテリパック         ＢＰ－１４２０ＬＮ 
  電  池  名  称         リチウムイオン電池 
  公  称  電  圧         ＤＣ  １４．４Ｖ 
  定  格  容  量         ２．０Ａｈ 
  充  電  時  間         80％充電完了：約 30 分 100％充電完了：約 40 分 

  質          量         ０．３６ｋｇ 
 
 
●充   電   器         ＣＨ－２１Ｊ 
  入  力 電 圧        AC100V 50/60Hz 

  入  力 電 流 1.7A（100V） 

  外  形 寸 法 170mm（長さ）×73mm（高さ）×165mm（幅） 

  質       量 0.76kg（AC コード除く） 

 
 

 

 

※改良のため、本仕様は予告なく変更することがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

－７－ 

注：バッテリパックＢＰ－１４２０ＬＮはリチウムイオン専用充電器以外の 

充電器では充電することはできません。 



 
 ■使用方法 
 

 
１．充電器ＣＨ－２１Ｊのインレットに電源コードを差し込みます。 

 

２．電源プラグをコンセントに差し込みます。 

 

 注意 直流電源やエンジン発電機に 

接続しないでください。 

 

 

３．バッテリパックを充電器に差し込みます。 

●充電器の差込口に沿って、奥までしっかり 

差し込んでください。正しく接続されると、 

ＬＥＤランプ（緑）が点灯し充電が開始されます。   

 
 

バッテリパック 充電容量 ８０％ 充電容量 １００％ 

ＢＰ－１４２０ＬＮ ３０分 ４０分 

 

 
 

ＬＥＤの色 表示内容 

消 灯 
スタンバイ 

充電器の電源が入っています。 

緑点灯 充電中 

緑点滅 ８０％ 充電完了 

橙点灯 充電完了 

赤点灯 
充電待機中。バッテリパックが高温または低温です。 

充電に適切な温度になるのを待っています。 

赤点滅 充電不可(バッテリパックの異常など） 

 
 

 

 

 

 

充電方法 

充電時間 

ＬＥＤランプの表示 

－８－ 

 

注：正しい充電をしても、バッテリバックの使用時間が著しく低下してきたときは、 

バッテリパックの経済寿命とお考えいただき、新しいバッテリパックと交換して  

ください。 



 

 
 

１．バッテリパックを取り外す時は、両側のバッテリ 

ストッパを押しながら引き抜いてください。 

 

２．装着時は本機の溝に合わせながらスライドさせ 

「カチッ」と音がするまで挿入してください。 

(図 1) 

 
 
 

 

 
 

工具はスイッチを押している間、作動します。（図２） 

１．切断時は作動スイッチを押して、切断刃を 

上昇させてください。 

 

作動スイッチを押すと、照明用ＬＥＤが点灯 

  します。（照明用ＬＥＤは自動的に消灯します。） 

  

 

２．作業が終了したらリリーススイッチを押して、 

切断刃を作業前の状態に戻してください。 
 

 

１． リリーススイッチを押しピストンが下死点まで下がって 
いることを確認しましたら、スライドピンをストッパが 
かかる位置まで引き抜き、ダイスを外します。（図３） 
 
 
 
 
 

２． 接合する継手により適合するダイスを選定し、ダイ 
  スを工具へ取り付けます。スライドピンはしっかり 

差し込んでください。 
                                        （図４） 

 
 
 
 

ダイスの交換方法 

スイッチ操作方法 

バッテリパックの着脱方法 

－９－ 

スライドピン 

ダイス 

図３ 

上面図 

図１ 

図２ 

照明用ＬＥＤ 

 

ダイス 
図４ 



 

 
 
継手をプレスする前にスライドピンが完全に差し込まれていることを確認してください。 

●注意事項 
  本体使用前には、必ずスライドピンが隙間なく 

差し込まれているか確認してください。差し込み 
が不十分の場合、スライドピンの破損・ヘッドの 
変形などの恐れがあります。 

●使用方法 
１． スライドピンを差し込む際は、カチッと音が鳴るまで 

差し込んでから、プレス作業をおこなってなってください。 
  （図５） 

２． 作業中、スライドピンを手で押さえたり、障害 
物などに当てないように注意してください。 

 

 
１．ダイスの背面を押さえダイスを開きます。 

（図６） 
 
 
 
 
２．ダイス中央部の溝を継手のＯリング部に合わせた後、ダイス 
  を閉じて継手の仮把持をおこないます。 

（図７） 
 

 
３．作動スイッチを操作してください。ピストンが上昇しダイスが

加圧されますと、「カッカッカッ」という音を発します。そして、

ダイス先端が密着すると「カッカッカッ」という音が消え、圧力

規制装置が作動しますとプレス完了です。      （図８） 
 
４．リリーススイッチを押すとピストンが下降し、ダイスがフリー 

となります。 
 
５．ダイスを開き、継手を取り外してください。 
 

 

注意：継手の接合手順は「継手の施工要領書」

に従いおこなってください。 

継手プレス作業 

スライドピン差し込みの注意事項 

図５ 

隙間が無い 

隙間がある 

上面図 

図７ 

ダイスの溝に 

合わせる 

Ｏリング部 

ダイス 

継手 

図６ 

－１０－ 

図８ 

先端が密着 



 

 

１．継手をプレス接合する際、付属のゲージを使って、プレスの良否を確認してください。 

継手のサイズと合うゲージを、プレス接合した継手の六角部に当てはめ、完全にはまり込め

ば良好です。 

 

２．接合部が不良であった場合、その箇所の継手は水漏れの恐れがありますので、新しい継手

で正常に作動する工具でやり直してください。 

 

 

１．接合部に不良が発生した場合の工具に対する対策・処置を次の通りにおこなってください。 

１）ダイス・継手の取り付けは正常か確認してください。 

２）ダイスに異物がかみ込んでいないか、また正常な位置でプレスがおこなわれているか確

認してください。 

３）工具故障の場合は使用を止め、お買い求めの代理店または当社営業所へご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

プレス接合部の確認 

－１１－ 



 

■保守・点検 
 

■修理のときは 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 

 
 
 
１．日常の保守・点検を怠りますと、工具の故障原因になりますので注意してください。 
 
２．工具の円滑な作動および錆の発生を防ぐため、 

できるだけ湿気をさけて保管し、摺動する部分 
には時々機械油を注油してください。特にロー 
ラ、ダイスのローラ押圧面には高負荷が加わり 
ますので、ゴミ等が付着した場合きれいに取り 
除き、グリースを再塗布してください。 

 
3.樹脂部品が汚れた場合は、せっけん水をやわらかい布につけ、ふきとってください。 

 

4.バッテリパックを単体で保管する場合は、短絡を防ぐため付属のターミナルカバーを 

つけてください。 

 

5.ヘッドやダイスや工具各部に欠け、割れがある場合は接続性能上悪影響を及ぼすだけでな 

破損して危険ですので交換してください。 

 

6.安全点検、作動油の交換のため、２年に１回の目安でメンテナンスにお出しいただくことをお勧 

めします（有償）。また、ダイスは消耗品であり、破損による危険防止のため、定期交換を推奨

します。詳しくはお買い求めの 販売店にお問い合わせください。 

 

 

 

 

この工具は厳密な精度で製造されています。もし正常に作動しなくなった場合は、決して自

分で修理をなさらないでお買い求めの販売店にご依頼ください。 

  工具には分解の形跡を判断するための保護シールが貼り付けてあります。このシールをはが

すと保証期間内であっても有償修理となる場合がありますのでご注意ください。 

  また、バッテリパックが使用不可の状態となり、廃棄処分される場合は、お買い求めの販売店

にご持参いただくかお問い合わせください。 

  その他、別売品の購入やカタログの請求、取扱上でお困りの点等がありましたら、 

  ご遠慮なくお問い合わせください。 

 

～バッテリパックはリサイクルへ～ 

当社はバッテリパックのリサイクルを推進しております。ご使用済みのバッテリ 

パックは工具本体から取り外し、短絡（ショート）防止のため端子部へ絶縁テープ 

を貼り、お買い求めの販売店へお渡しください。 

 

 

 

－１２－ 

ローラ 

ローラ押圧面 

リチウムイオン電池は 

リサイクルへ 



 

■保証書について 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 

 
 
 
保証書は販売店でお渡しいたしますから、必ず「販売店名・購入日」などの記入をお確かめになり、 
保証内容などをよくお読みいただき、大切に保管してください。 
保証期間はお買い上げの日より１年間です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

－１３－ 



 

 

保守・点検履歴表 

25Su 20Su・16J 13Su 13J 10J

使用開始 年月日 　　　 　20　　　/　　　/ 　　20　　/　　/ 　　20　　/　　/ 　　20　　/　　/ 　　20　　/　　/ 　　20　　/　　/ 　　20　　/　　/

（例）2026/4/1
更新　・　修理

（　 モーター交換 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

　　　20　　/　　/
更新　・　修理

（　 　　　　　　 　）
更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理 更新 ・ 修理

本体 バッテリー
ダイス

年月日

 

 
ホームページ  ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｃｋｍｅｔａｌｓ．ｃｏ．ｊｐ 

 
本 社 ・ 工 場 〒９３３－０９８３ 富山県高岡市守護町２－１２－１ 

ＴＥＬ （０７６６）２１－１４４８（代）  ＦＡＸ （０７６６）２２－５８３０ 
東 京 支 店  〒１０１－００３２ 東京都千代田区岩本町２－８－８ プライム岩本町二丁目ビル４Ｆ 

ＴＥＬ （０３）３８６１－８０３６（代）  ＦＡＸ （０３）３８６６－８４６７ 
大 阪 支 店  〒５５０－００１３ 大阪市西区新町 1－５－７ 四ッ橋ビルディング８Ｆ 

ＴＥＬ （０６）６５３１－６７７６（代）  ＦＡＸ （０６）６５３１－６７２４ 
名 古 屋 支 店 〒４６０－００１１ 名古屋市中区大須４－１－１８ セイジョウビル９Ｆ 

ＴＥＬ （０５２）２５１－１７６１（代）  ＦＡＸ （０５２）２５１－１７６２ 
北海道営業所 〒００７－０８０３ 札幌市東区東苗穂３条３－２－８３ 

ＴＥＬ （０１１）７８０－８８０８     ＦＡＸ （０１１）７８０－８８０９  
仙台営業所  〒９８４－０００２ 仙台市若林区卸町東５－３－３２ 

ＴＥＬ （０２２）２８７－００９０     ＦＡＸ （０２２）２８７－００９５ 
広島営業所  〒７３１－０１３５ 広島市安佐南区長束３－４７－１０ 

ＴＥＬ （０８２）５０９－０４６０     ＦＡＸ （０８２）５０９－０４６１ 
福岡営業所  〒８１２－０８９３ 福岡市博多区東光寺町１－１１－２８ 

ＴＥＬ （０９２）４３３－３０５７     ＦＡＸ （０９２）４３３－３０５８ 
北 陸 営 業 所 〒９３３－０９８３ 富山県高岡市守護町２－１２－１ 

ＴＥＬ （０７６６）２６－０７２２     ＦＡＸ （０７６６）２６－０８３３ 
 

製造元：      
 219258140-01 
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